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論文の概要と貢献
新型コロナウィルス対策に伴う働き方の変化が、どのような人にテレワー
クを普及させ、どのような人の生産性にどのような影響を与えたかをJILPT
調査を用いて検証。
• 仕事の評価基準が明確である労働者にテレワーク普及の傾向
• 緊急事態宣言の発令でテレワークの利用を強いられた層は宣言解除後もテ
レワークの活用を継続の傾向

• 日本の伝統的な雇用制度「メンバーシップ型」の人事管理制度は必ずしも
テレワークを阻害せず

• テレワークの利用環境が悪い労働者はテレワークに従事しない傾向
• テレワークは月収に影響を与えない一方で、労働時間は短くなる可能性
テレワークの視点から今後のワーク・ライフ・バランス研究の発展に重要
な貢献



論文の位置づけ

高見(2020)：緊急事態宣言からの在宅勤務日
数の増加率と個人属性・産業・職種との関係
→情報通信業は維持、建設・サービス・技

能・労務は↓の可能性

石井他(2020)：緊急事態宣言期間中にどのよ
うな労働者がテレワークに移行？

→テレワーク実施と高学歴・正社員、高収入、
大企業、（キャリア支援などの）人材マネジ
メントの整備済の環境に因果の可能性

大竹・加藤(2021)：仕事の特性（定型的vs成果主義、
ICT普及の影響、メンバーシップ型雇用）、労働者側

のテレワーク環境、月収への影響等を加味



https://www.google.com/search?q=covid+19+by+country&oq=covid+19+by+country&aqs=chrome.0.69i59.5116j0j7&sourceid
=chrome&ie=UTF-8#colocmid=/m/03_3d&coasync=0

石井他
(2020)

高見
(2020)

大竹・
加藤

(2021)

対象 期間

千葉、神奈川、埼
玉、東京

2020年4月7日-5月25日

大阪、兵庫 2020年4月7日-5月21日

福岡 2020年4月7日-5月14日

北海道 2020年4月16日-5月25日

京都 2020年4月16日-5月21日

茨城、石川、岐阜、
愛知、宮城、山形、
福島、青森、群馬、
栃木、長野、新潟、
山梨、静岡、秋田、
富山、福井、岩手、
滋賀、三重、奈良、
和歌山、鳥取、島
根、岡山、広島、
山口、香川、徳島、
愛媛、高知、佐賀、
長崎、大分、鹿児
島、熊本、宮崎、
沖縄

2020年4月16日-5月14日

緊急事態宣言2020



「新型コロナウイルス感染拡大の仕
事や生活への影響に関する調査」

＝
「新型コロナウイルス感染拡大の雇
用・労働面への影響に関するアン
ケート調査（個人調査）」

https://www.jil.go.jp/tokusyu/covid-19/enq/index.html
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• 推計手法および推計結果の解釈については妥当
• サンプルサイズがやや小さい→サンプリングバイアスの懸念あ
り、詳細な記述統計が必要＋可能であればサンプリングウェイ
トの利用ができるとなお良い

• テレワークの月収への影響等については今後の研究でより長期
の観察が必要

→個人業績がより反映されやすいボーナスへの影響は？
• テレワーク継続の有無が働き方のありよう(3回目調査Q39)にど
のような影響を与えるかも分析するとおもしろいかも
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• 別論文で良いので同じデータでテレワーク実施の有無のサブサ
ンプル分析をしたらおもしろいのではないか。例えば、年齢・
性別、地域ごと



サブサンプル分析で新たな知見？
（例：コロナ禍が孤独に与えた影響の年齢性別ごとのパネル分析：パンデミック1年後孤独推計値結果-パンデミック前の孤独推計値結果の要因分析)

Kadoya, Y., Khan, M.S.R., Yuktadatta, P. (未発表稿、出版済「孤独」論文はこちら→https://doi.org/10.3390/ijerph18157871）

データセット：広島大学角谷研究室パネルデータ
2020wave-2021wave



まとめ
• 大竹・加藤(2021)論文はコロナ禍初年度におけるテレワークの
普及の動きを捉え、テレワークの視点から今後のワーク・ライ
フ・バランス研究の発展に重要な貢献を果たした。

• 今後は、サブサンプル分析やテレワークの普及が労働意識や生
産性に与える影響等へのさらなる考察が求められると思います。
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